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ID220の汚染状況下における菌及び真菌（C.アルビカンス）への有効性検証1

ID220の汚染状況下における菌及び真菌（C.アルビカンス）への有効性検証
Prof. Dr. Med. H. - P. Werner 2005/03/08 
ID220 Instrument disinfection, Bactericidal and fungicidal (C. albicans) efficacy, Dirty condition
ドイツ応用衛生協会（DGHM）の基準に従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験を黄色ブドウ
球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌、C.アルビカンスに対して行った結果、ID220（100％濃度/未希釈）は汚染状況下で1分間の作用
時間で十分な有効性を示し、以上の試験結果はVAH消毒委員会による消毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実
証された。
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ID220の汚染状況下における真菌（アスペルギルスニガー）への有効性検証
PD Dr. med. H.-P. Werner 2005/10/18 
ID220 Instrument disinfection, Fungicidal efficacy against Aspergillus niger, Dirty condition
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験をアスペルギウスニガーに対
して行った結果、ID220（100％濃度/未希釈）は30秒の作用時間で十分な有効性を示し、以上の試験結果はVAH消毒委員会
による消毒プロセスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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ID220の汚染状況下における結核菌への有効性検証
PD Dr. med. H.-P. Werner 2005/10/18 
ID220 Instrument disinfection, Tuberculocidal efficacy, Dirty condition
DGHMのガイドラインに従い、汚染状況下における定量的浮遊実験と診療を想定した実使用試験を結核菌に対して行った結
果、ID220（100％濃度/未希釈）は1分の作用時間で十分な有効性を示し、以上の試験結果はVAH消毒委員会による消毒プロ
セスの認証の評価基準を満たしていることが実証された。
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DGHMに準じたID220の化学的消毒薬としての有効性検証試験
Dr. Holger. Brill 2005/06/30 
Summary of the test carried out in accordance with the standard methods of the DGHM
DGHMの基準に従いID220の菌・真菌（アスペルギルスニガー）及び結核菌（マイコバクテリウム）への静菌性・殺菌性効果を
検証した結果、ID220（100％濃度/未希釈）は菌・真菌・結核菌に対し1分の作用時間で十分な有効性を示すことが証明され
た。
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ID220の定量的浮遊試験における殺菌性検証
HygCen, Dr. med. H.-P. Werner and Kathrin Naujox 2005/02/09 
Quantitative Suspension test for the evaluation of bactericidal efficacy
EN13727に準じて、ID220の汚染状況下における定量的浮遊実験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対して行った結
果、有効成分1-プロパノール15g／100g及び水酸化カリウム／100g含有のID220（80％濃度／1.25倍希釈）は汚染状況下
（0.3％アルブミン＋0.3％ヒツジ赤血球）において、30秒間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID220の殺菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2005/10/01 
Verification of the bactericidal effect of ID220 according to EN13727
EN13727に準じて、ID220の汚染状況下における黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌への殺菌性効果を検証した結
果、ID220（100％濃度／未希釈）は汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において、1分の作用時間で十分な
有効性を示した。
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ID220の定量的浮遊試験における殺真菌性評価
HygCen, Dr. med. H.-P. Werner and Kathrin Naujox 2005/02/15 
Quantitative Suspension test for the evaluation of fungicidal activity
EN13624に準じて、ID220の希釈中和法を用いた殺真菌力評価のために、定量的浮遊試験をカンジダ・アルビカンス及びア
スペルギルスニガーに対して行った結果、20℃の汚染状況下において有効成分1-プロパノール15g／100g及び水酸化カリウ
ム／100g含有のID220（80％濃度／1.25倍希釈）は汚染状況下（0.3％アルブミン＋0.3％ヒツジ赤血球）において30秒の
作用時間で十分な有効性を示した。
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ID220の汚染状況下における殺真菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2005/10/10 
Verification of the fungicidal effect of ID220 according to EN13624
EN13624に準じて、ID220の汚染状況下におけるカンジダ・アルビカンス及びアスペルギルス・ニガーへの殺真菌性効果を検
証した結果、ID220（100％濃度／未希釈）は汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において、1分の作用時間
で十分な有効性を示した。
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ID220の定量的浮遊試験における殺結核菌性評価
HygCen, Dr. med. H.-P. Werner and Kathrin Naujox 2005/02/15 
ID220-tuberculocidal efficacy 
ID220の殺結核菌力評価のために、ＥN14348に準じて定量的浮遊試験をマイコバクテリウム・テラエに対して行った結果、有
効成分1-プロパノール15g／100g及び水酸化カリウム／100g含有のID220（80％濃度／1.25倍希釈）は5分の作用時間で
十分な有効性を示した。
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ID220の汚染状況下におけるマイコバクテリア殺菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2005/10/10 
Verification of the mycobactericidal effect of ID220 according to EN14348
EN14348に準じて、ID220の汚染状況下における殺結核菌性を検証するため、マイコバクテリウム・テラエ及びマイコバクテ
リウム・アビウムに対して試験を行った結果、ID220（100％濃度／未希釈）は汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アル
ブミン）において、1分の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID220の浸漬試験における殺菌効能検証
HygCen, Dr. med. H.-P. Werner and Kathrin Naujox 2005/03/11 
Quantitative carrier test- bactericidal activity of chemical disinfectants for instruments
ID220の殺菌効能検証のために、ＥN14561に準じて浸漬試験を黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌に対して行った結
果、20℃の汚染状況下（0.3％牛アルブミン＋0.3％ヒツジ赤血球）において、有効成分1-プロパノール15g／100g及び水酸化
カリウム／100g 含有のID220（75％濃度/約1.3倍希釈）は30秒間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID220の汚染状況下における殺菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2005/10/05 
Verification of the bactericidal effect of ID220 according to EN14561
EN14561に準じて、ID220の汚染状況下における黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌への殺菌性効果を検証した結
果、ID220（100％濃度／未希釈）は汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において、1分の作用時間で十分な
有効性を示した。
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ID220の浸漬試験における殺真菌効能検証
HygCen, Dr. med. H.-P. Werner and Kathrin Naujox 2005/03/11 
Quantitative carrier test- fungicidal activity of chemical disinfectants for instruments
ID220の殺真菌効能検証のために、ＥN14562に準じて浸漬試験をカンジダ・アルビカンス及びアスペルギルス・ニガーに対し
て行った結果、20℃の汚染状況下（0.3％牛アルブミン＋0.3％ヒツジ赤血球）において、有効成分1-プロパノール15g／100g
及び水酸化カリウム／100g 含有のID220（100％濃度/未希釈）は30秒間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID220の汚染状況下における殺真菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2005/10/05 
Verification of the fungicidal effect of ID220 according to EN14562
EN14562に準じて、ID220の汚染状況下におけるカンジダ・アルビカンス及びアスペルギルス・ニガーへの殺真菌性効果を検
証した結果、ID220（100％濃度／未希釈）は汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において、1分の作用時間
で十分な有効性を示した。
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ID220の浸漬試験における殺結核菌効能検証
HygCen, Dr. med. H.-P. Werner and Kathrin Naujox 2005/08/24 
Quantitative carrier test-tuberculocidal activity
ID220の殺結核菌効能検証のために、ＥN14563に準じて浸漬試験をマイコバクテリウム・テラエに対して行った結果、汚染
状況下（0.3％牛アルブミン＋0.3％ヒツジ赤血球）において、有効成分1-プロパノール15g／100g及び水酸化カリウム／100g 
含有のID220（100％濃度/未希釈）は30秒間の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID220の汚染状況下における殺結核菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2005/10/05 
Verification of the mycobactericidal effect of ID220 according to EN14563
EN14563に準じて、ID220の汚染状況下におけるマイコバクテリウム・アビウム及びマイコバクテリウム・テラエへの殺結核菌
性効果を検証した結果、ID220（100％濃度／未希釈）は汚染状況下（0.3％ヒツジ赤血球＋0.3％牛アルブミン）において、1分
の作用時間で十分な有効性を示した。
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ID220の殺菌効力の検証
Helsinki University Institute for Public Health, Dr. Juhani Ojajaervi 1987/04/09 
On the results of testing the disinfecting strength of the ID220 disinfectant
歯科領域器具の消毒液ID220の有効殺菌成分である1％以下の水酸化カリウムの清潔環境下及び有機物の存在下における
殺菌効力を検証するため、黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌の細菌細胞の懸濁液と混ぜた2％酵母を有機物とし、約
300ppmの標準硬度の水（WHO規格）でKelsey法（有効濃度推定試験）を用いて室内温度にて以下の方法で試験を行った。
細菌混濁液1mlを3mlのID220（100％濃度／未希釈）に添加し、8分後に細菌がまだ存在するか確認、さらに2分後別のサン
プルとして細菌混濁液を添加し、再び8分後に細菌の有無を検証、同じ工程を3回目も繰り返し、それぞれのテスト液における細
菌の増殖率を記録した。その結果、ID220（100％濃度／未希釈）は清潔環境下及び有機物存在下において十分な殺菌効力を
示した。
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ID220の有機物（血液）負荷状況下における使用可能期間の検証
Dr. rer. Nat. K.-M. Wolf and Dr. rer. Nat. D. Heermann 2006/11/27 
Examination to determine the standing time of ID220 with high organic load(blood)
連邦保健局の提案で、消毒液の使用可能期間をDGHMの基準に従い診療条件下に近い2％の血液汚染状況で浸漬試験にて検
証された結果、ID220（100％濃度／未希釈）は14日間のテスト期間中、2％の有機物負荷にも関わらず試験細菌の黄色ブド
ウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌及び真菌（カンジダ・アルビカンス）に対し十分な効果を示した。以上の結果より安全性を考慮し
ても、本品は汚染程度が2％を超えない環境下において最長7日間の使用が推奨されることが証明された。
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超音波洗浄器使用時のID220の消毒効果の検証
Dr. rer. Nat. K.-M. Wolf and Dr. rer. Nat. D. Heermann 2009/03/09 
Investigation into the activity of ID220 when using the ultrasonic cleaner Duerr Hygosonic
DGHMの基準に従い、本品を診療条件下に近い2％の血液汚染状況で超音波洗浄器（デュールハイゴソニック）を使用して浸漬
試験にて検証した結果、ID220（100％濃度／未希釈）は試験細菌の黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌及び真菌（カンジ
ダ・アルビカンス）に対したった30秒の作用時間で十分な効果を示すことが証明された。
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超音波洗浄器使用時のID220の消毒効果の検証
Dr. rer. Nat. K.-M. Wolf and Dr. rer. Nat. D. Heermann 2009/03/09 
Investigation into the activity of ID220 when using the ultrasonic cleaner
DGHMの基準に従い、本品を診療条件下に近い2％の血液汚染状況で超音波洗浄器を使用して浸漬試験にて検証した結
果、ID220（100％濃度／未希釈）は試験細菌の黄色ブドウ球菌、腸内連鎖球菌、緑膿菌及び真菌（カンジダ・アルビカンス）に
対したった30秒の作用時間で十分な効果を示すことが証明された。
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超音波洗浄器使用時のID220の殺結核菌効力の検証
Dr. Holger Brill 2007/05/21 
Suitability of ID220 for instrument disinfection (tuberculocidal effect according to EN14563)
EN14563に準じて、医療領域における浸漬試験を行い本液の殺結核菌性効果を検証した結果、ID220（100％濃度／未希
釈）は有機物の汚染状況下において、超音波洗浄器の使用で1分、超音波洗浄機未使用で30秒の作用時間で十分な有効性を示
すことが証明された。
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ID220のワクシニアウイルス不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr. Jochen Steinmann 2008/05/10 
Vaccinia virus efficacy of ID220 in a quantitative suspension test at 20℃
ドイツウイルス疾病管理協会（DVV）及びロベルトコッホ研究所（RKI）のガイドラインに従い、ワクシニアウイルスに対する不
活性化効力の定量的浮遊試験を、20℃の環境下でID220（100％濃度／未希釈）を用いて15秒・30秒・60秒の作用時間で
評価を行った結果、15秒後に規定のウイルスの減少がみられたことから、ID220（100％濃度／未希釈）は15秒の作用時間で
ワクシニアウイルス不活性化に有効であることが実証された。
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ID220のC型肝炎ウイルス不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr. Jochen Steinmann 2001/09/24 
BVDV efficacy of ID220
ID220のC型肝炎ウイルス不活性化を検証するため、連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガ
イドラインに従い、定量的浮遊試験を代用ウイルスの牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）に対して80％濃度／1.25倍希釈の本
液を用いて30秒・１分・２分・５分の作用時間で評価を行った結果、ID220(100％濃度/未希釈)は30秒間の作用時間で十分な
ウイルス不活性化効力を示したことからC型肝炎ウイルス不活性化に有効であることが実証された。
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ID220のアデノウイルス不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr. Jochen Steinmann 2006/09/22 
Effectiveness of ID220 against adenovirus according to EN14476
EN14476に従い、ID220のアデノウイルス5型に対する不活性化効力の定量的浮遊試験を、100％濃度／未希釈の本液を用い
て1分・2分・5分の作用時間で評価を行った結果、ID220(100％濃度/未希釈)は1分間の作用時間で十分なアデノウイルス不活
性化効力を示すことが実証された。
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ID220のポリオーマウイルスSV40への不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr.Jochen Steinmann 2008/05/14 
SV40 efficacy of ID220 in a quantitative suspension test at 20℃
ドイツウイルス疾病管理協会（DVV）及びロベルトコッホ研究所（RKI）のガイドラインに従い、ポリオーマウイルスSV40に対
する不活性化効力の定量的浮遊試験を、100％濃度／未希釈及び10％濃度／10倍希釈の本液を用いて20℃の有機物負荷下
及び無負荷の状況下で30秒・60秒・120秒・300秒の作用時間にて評価を行った結果、ID220(100％濃度/未希釈)は30秒
間の作用時間で十分なウイルス不活性化効力を示すことが実証された。
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ID220のポリオウイルスへの不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr.Jochen Steinmann 2006/08/30 
Effectiveness of ID220 against poliovirus according to EN14476
EN14476に従い、ポリオウイルス1型に対する不活性化効力の定量的浮遊試験を、100％濃度／未希釈の本液を用いて1分・2
分・5分の作用時間にて評価を行った結果、ID220(100％濃度/未希釈)は1分間の作用時間で十分なウイルス不活性化効力を
示すことが実証された。
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ID220のエンベロープウイルス及び非エンベローブウイルス不活性化効力の検証
University of Hohenheim, Dr. Dieter Strauch 1985/01/30 
Effectiveness of ID220 against enveloped virus and non-enveloped virus
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ID220のエンベロープウイルス及び
非エンベロープウイルス不活性化効力を検証するため、有機物負荷下及び無負荷の状況下で定量的浮遊試験を、エンベロープウ
イルスとしてワクシニアウイルス、非エンベロープウイルスとしてポリオウイルス・アデノウイルス・SV40を選定し100％濃度／
未希釈の本液を用いて評価を行った結果、有効成分80％含有のID220（100％濃度/未希釈）はすべてのウイルスに対して5分
の作用時間で十分な不活性化効力を示すことが実証された。
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ID220のポリオウイルスへの不活性化効力の検証
MikroLab GmbH, Dr.Jochen Steinmann 1991/06/28 
Testing the virusidal effectiveness of ID220 on the Polio virus type1
連邦健康管理局（BGA）及びドイツウイルス疾病管理協会（DVV）のガイドラインに従い、ポリオウイルス1型に対する不活性
化効力の定量的浮遊試験を、80％濃度／1.25倍希釈の本液を用いて評価を行った結果、ID220(100％濃度/未希釈)はポリオ
ウイルスに対し5分間の作用時間で十分なウイルス不活性化効力を示すことが実証された。
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ID220のラットへの急性経口毒性試験
IBR Forschungs GmbH, Dr. W. Sterner 1987/05/22 
Testing the acute oral toxicity in rats in conformity with OECD guidelines (limit test)
ID220の急性経口毒性試験をオス5匹及びメス5匹のウィスターラットに対して実施し、14日間の観察期間に現れた臨床的毒性
兆候、死亡率、体重増加または期間の病理学的変化に関して検査した結果、ラットの活動性や反射・立毛反応の減少及び姿勢の
変化は見られたが、死亡は確認されず、14日後の体重測定では正常な体重増加を示した。以上の結果より、半数致死量は5078
㎎／kgであることが証明され、ID220は低毒性薬液に分類された。
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ID220の密閉ボトル試験における生分解性の検証
LABOR L+S GMBH, Dr. B. Sonnenschein 1997/08/11 
Test report concerning the biodegradability of the ID220 in the closed bottle test
ID220の生分解性を検証するため密閉ボトル試験を実施した結果、酸素消費量に基づいたID220の生分解性は化学的酸素要
求量（COD）と比較され28日後に72％と測定された。以上の結果より、ID220は易生分解性溶液に分類された。
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ID220の原料適合性試験
Orochemie, Dr. rer. nat. D. Heermann 1997/04/16 
Expertise on the results of testing the material compatibility of ID220
ID220の原料適合性を検証するため、バー・根幹治療器具・ブローチ・ファイルなどの異なる材質の歯科回転器具に対して以下
の試験を実施した。2つの新しいバーを一晩ID220に浸漬し（１週間に１回新しい液に取り換え）、翌朝水洗後１日布の上で乾燥
させる工程を、9週間に渡って実施した結果、材料及び色に変化は無く、回転器具の機能性の低下もみられなかった。
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ID220の歯科回転器具への材料適合性試験
Orochemie, Dr. rer. nat. Klaus-Michael Wolf and Dipl. lng. Peter Brauner 2006/01/13 
Test for residues on rotary instruments when using ID220
ID220のプローベ・ミラー・ピンセット・梃子・練和スパチュラなどの歯科器具への材料適合性と水洗の推奨を検証するため以
下の試験を実施した。100mlの本液をザル付きの容器に入れ、1分間40ｇ分の回転器具を浸漬した後、液から上げて30秒間
ザルで液を切り、100mlの水が入った別の容器に浸漬後再度30秒間ザルで水を切りその後さらに3度水洗工程を繰り返した結
果、100mlのID220に40gの器具を浸漬した後に完全に本液を洗い流すには200mlの水での水洗が有効であることが証明さ
れた。以上の結果より、ID220使後は器具のステイン防止のため200ml～400mlの水で10～15秒間水洗し乾燥させること
が推奨される。
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